
㎝ 新潟の海陸風

第5表　15時海風発達時合成高層風向風速
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いては，第4表末尾の通り海風の高さは平均338mにな

り，これより上層は975m付近まで陸風があるようであ

る．上記の期間には海風の発達する15時の上層風観測が

なかったが，幸に，1957年4，5月に15時の上層風観測

が行われたので，上述と同様の方法で海陸風発達の日を

定め，15時の海風の高度分布を求めた．第5表がこれ

で，地表近くで最強風が見られるのが特徴である．海風

の高度は4月平均370m，5月平均708mとなってい

る．この上層には弱い南西風があるのは陸風と見られる

が，この高さは4月763m，5月1075m付近となる．し

かしその上層の一般流と融合して，判然とした高さが不

明なことも多い．また高さによる風向変化の方向が9時

と逆になっている．
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